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【共同発表】 

（仮称）西島松新市街地整備事業に関する基本協定締結のお知らせ 

 

〜恵庭市西島松に日本ハムファイターズのファーム関連施設を誘致、官民連携によ

る新たなまちづくりが始動〜 

 

北海道恵庭市（市長：原田 裕）、株式会社北海道日本ハムファイターズ（代表取締

役社長：小村 勝）、および株式会社ファイターズ スポーツ＆エンターテイメント（代

表取締役社長：前沢 賢）の関係三者は、2026 年 9 月 25 日、「（仮称）西島松新

市街地整備事業に関する基本協定」を締結いたしましたのでお知らせいたします。 

本協定は、恵庭市西島松所在の新市街地整備用地に、北海道日本ハムファイター

ズのファーム関連施設を立地するとともに、関係三者が連携して周辺エリアの整備

および管理運営を推進し、地域経済の活性化とスポーツ振興を図ることを目的と

しています。 
 

1. 本事業の目的 

関係三者が相互に連携・協力し、当該用地へファーム関連施設を整備するととも

に、住宅、商業、公園緑地等を含む一体的な新市街地の整備、および管理運営を推

進します。 

2. 主な整備施設（予定） 

（仮称）西島松新市街地整備用地内に、以下のファーム関連施設等を相互に協議

のうえ整備します。 

  メインスタジアム 

  サブグラウンド 

  内野練習場・室内練習場 

  選手寮 

  その他関連施設 

 

3. 関係三者の役割分担 

  恵庭市：本事業に必要な整備用地および関連する公共施設等の整備、なら

びに財政的な支援を行います。 

  北海道日本ハムファイターズ・ファイターズスポーツ＆エンターテイメント：

ファーム関連施設の管理運営を主体的に行います。 

  三者共同：周辺エリア一帯におけるまちづくりの協議、および施設を活用し

た地域経済活性化・スポーツ振興のための連携イベント等を実施します。 
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4. 事業期間 

供用開始日から 30 年間を基本とし、詳細なスケジュールは今後三者で別途協

議のうえ決定します。 

 

 

■ 協定締結日 

2026 年 9 月 25 日 

■ 契約当事者（関係三者） 

  恵庭市：恵庭市長 原田 裕 

  株式会社北海道日本ハムファイターズ：代表取締役社長 小村 勝 

  株式会社ファイターズ スポーツ＆エンターテイメント：代表取締役社長  

前沢 賢 

 

 

恵庭市企画振興部 

新ファーム本拠地整備室 

TEL 0123-33-3131 

（内線）3604 
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令和 7 年国勢調査（確定値）について 

 

1．令和 7 年国勢調査結果概要（確定値） 

区分 
令和 2 年 

国勢調査(A) 

令和 7 年 

国勢調査(B) 

増減数 

(B-A) 

増減率 

(B/A) 

令和 7 年 

（速報値） 

人口 総数 70,331 人 70,874 人 ＋543 人 ＋0.8％ 70,918 人 

人口（男） 34,088 人 34,460 人   ＋372 人 ＋1.1％ 34,449 人 

人口（女） 36,243 人 36,414 人 ＋171 人 ＋0.5％ 36,469 人 

世帯数 30,276 世帯 32,652 世帯 ＋2,376 世帯 ＋7.8％ 32,299 世帯 

世帯当たり 

人数 
2.32 人 2.17 人 ▲0.15 人 － 2.20 人 

 ・調査基準日：令和 7 年 10 月 1 日 

・他自治体との重複回答等の精査により速報値より変更あり 

・外国人人口 1,301 人【1.8％】 （参考：R2 438 人【0.6％】） 

※令和 7 年の外国人人口は国籍不明者を国・北海道で案分した値 

 

（参考）住民基本台帳情報との比較 

区分 
令和 7 年 9 月 

住民基本台帳(A)  

令和 7 年 

国勢調査(B) 

増減数 

(B-A) 

増減率 

(B/A) 

人口総数 70,245 人 70,874 人 ＋629 人 ＋0.9％ 

世帯数 36,476 世帯 32,652 世帯 ▲3,824 世帯 ▲10.5％ 

世帯当たり 

人数 
1.93 人 2.17 人 ＋0.24 人 － 

 

（参考）道内順位 

・市町村別人口 道内 13 位  

・人口が増加した市町村（増加数）道内 2 位 ／ 同（増加率）道内 7 位 
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多子世帯の保育料軽減拡大について 

１． 概要 

本市では、令和元年 10 月から、幼児教育・保育の無償化に伴い、３歳以上児の保育料を

無償化するとともに、世帯収入およそ 640 万円未満の３歳未満児の第 2 子の保育料を

無償化している。令和 9 年度から多子世帯の更なる負担軽減に向け、第 2 子保育料無償

化を開始する。 

 

２． 拡充内容 

  第２子無償化の対象範囲を世帯収入およそ 640 万円以上相当世帯（D11～D19 階層）

に拡大するとともに、その適用にあたって、小学校就学前の範囲とする年齢制限（同時入

所要件）を撤廃する。 

  

 ※（例）D11 階層以上の場合 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

３．今後のスケジュール予定 

日 程 内  容 

令和８年１０月～ 在園児を対象に事前調査票を配布 

1１月～ 

  恵庭市社会福祉審議会児童福祉専門部会 

  広報えにわ等、新年度新規入園案内周知 

  在園児を対象とした手続きを開始 

12 月～1 月 システム改修 

令和 9 年４月 多子世帯の保育料軽減拡大開始 

 

就学前 小学生以上 

0 歳 １歳 2 歳 6 歳 

第 1 子 第 2 子 第 3 子 第 4 子 

年齢制限 

あり 

年齢制限 

なし 

第 2 子 

半額 

第 3 子 

無料 

第 1 子 

通常 
カウント 

対象外 

第 3 子 

無料 

第 4 子 

無料 
第 2 子 

無料 
第 1 子 

現行 

（国基準） 

拡充後 

資料④



 
 
 
 

花の拠点（はなふる）花と緑の窓口の設置について 
 

1. 目 的                                                          
 

（仮称）花と緑の文化センター構想に基づき、新たな市民の参加、観光客の増加、はなふるの持続的な運営な
ど、恵庭市全体の花のまちづくりを更に推進するため、はなふるを核とした中間支援機能の確立に向けた取り組みとし
て、花の拠点「はなふる」センターハウス内に、花と緑に関する相談や各種手続きのほか、花団体や事業に関する相談 
窓口を設置する。 

 

２. 体 制                                                         
 

・開 設 日︓令和８年９月１０日（木曜日）より 
・受付時間︓午前９時から午後５時まで 
・休 業 日︓土曜日、日曜日、祝日及び年末年始 
・所 在 地︓花の拠点「はなふる」センターハウス 1 階 恵庭市南島松８２８番地３ 
・連 絡 先︓電話０１２３－２１－８４４６・ＦＡＸ０１２３－２１－８４４７ 
・配置職員︓花と緑・観光課主幹及び職員１〜２名程度 

 

3. 主な業務内容                                                     
 

※（仮称）花と緑の文化センター構想の推進 
・試行事業の実施（相談窓口、景観管理、ガーデナー研修等） 

 

※花と緑に関する相談や各種手続き 
･花のまち並み推進事業助成金に関すること 
・市内公共施設等の花壇に関すること 
・記念樹の贈呈事業（結婚、出産、新築）に関すること 
・緑の募金や桜の植栽などの緑化事業に関すること 

 

※団体に関する業務 
・花いっぱい文化協会に関すること 
・花のまちづくり推進会議に関すること 

 

※市役所花と緑・観光課と「はなふる」センターハウスのどちらでも受付します。 
 

4. 期待される効果                                                    
 

・花のまちづくりに取り組む団体や市民への支援体制の強化 
・花と緑に関する相談窓口の増設による利便性の向上 
・はなふるの利用者増加に伴う施設の活性化 
・花のまち恵庭としてのブランド発信力の強化 

 

5. 広 報                                                          
 

９月７日（月） ホームページ、恵庭市公式 LINE、恵庭ポータルアプリえにわっか、職員ポータル 
１０月１日（木） 広報１０月号掲載 
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白扇の滝 滝見広場における公衆 Wi-Fi 環境の整備について 
 

白扇の滝 滝見広場を訪れる方の利便性向上及び通信手段の確保を図るため、衛星インターネットサービス
「Starlink」を活用した公衆 Wi-Fi 設備を整備しましたので、その概要を報告いたします。 
 

 1. 整備の背景・目的                                                        
 

白扇の滝周辺は携帯電話のサービスエリア外であり、来訪者が現地で観光情報、道路情報及び気象情報等を
確認することが困難な状況にありました。 

また、事故や体調不良などの緊急時においても、通信手段が限定されることが課題となっていました。 
地理的条件から、光回線等の有線通信設備や携帯電話基地局の整備が難しいことから、衛星インターネットサ

ービス「Starlink」を活用した通信環境を整備したものです。Starlink は、数千基の低軌道衛星により大容量・低
遅延通信を実現し、地上インフラが整備されていない地域でも通信環境を確保することができます。 

本設備は、来訪者の利便性向上に加え、通信圏外地域における連絡手段を補完する基盤的な設備として整
備したものです。 
 

 2. 整備概要                                                        
 

項目 内容 
設置場所 白扇の滝 滝見広場トイレ 
整備内容 Starlink を活用した公衆 Wi-Fi 設備 
主な設備 Starlink 端末、屋外用無線アクセスポイント等 

供用開始日 令和 8 年 7 月 22 日 
利用期間 毎年 5 月から 10 月まで 
利用料金 無料 
利用方法 現地に掲示する「FREE Wi-Fi」案内の二次元コードを読み取り接続 

＜公衆 Wi-Fi の利用可能範囲＞ 
公衆 Wi-Fi は、白扇の滝 滝見広場トイレに設置した屋外用無線アクセスポイントから、下図に示す範囲で利用

できます。 
 

 
※ 利用可能範囲（            ）は、現地での接続確認に基づくおおむねの範囲です。 

利用する端末、天候、周辺環境等により通信状況が変動する場合があります。 

森のいこいの広場 

白扇の滝眺望ポイント 

白扇の滝 滝見のひろば 
川のせせらぎ休憩所 森林浴の小径 写生のひろば 擬木階段 

滝見のひろばトイレ 

スロープ 

井戸 

図 1 公衆 Wi-Fi 利用可能範囲 

写真 1 スターリンク設備設置状況 

AP 

AP 
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３. 利用できる機能                                                        
 

本設備に接続することで、次の機能を利用できます。 
〇 インターネットによる観光、道路及び気象情報等の検索 
〇 SNS の閲覧及び投稿 
〇 LINE 等によるインターネット通話 
〇 メッセージ機能による家族や知人等への連絡 

 

４. 緊急時の連絡方法と注意事項                                                         
 

本設備では、LINE 等のインターネット通話やメッセージ機能を利用できますが、携帯電話回線を使用する 110
番・119 番等への直接通報はできません。 

緊急時には、家族や知人等へ連絡し、110 番・119 番等への通報を依頼するよう、現地の案内表示及び市ホ
ームページで周知します。 
 

５. 整備・運用費用                                                         
 

区分 金額 備考 
整備費用 1,981,980 円 Starlink 端末、無線アクセスポイント、設置工事、ネットワーク設定等 
年間運用費用 252,000 円 5 月から 10 月までの 6 か月間の利用を想定 ※42,000 円/月×6 か月 
※整備費用については、北海道地域づくり総合交付金（交付率 1/2 以内）の活用を想定しています。 
 

６. 整備による効果                                                         
 

本設備の整備により、次の効果が期待されます。 
〇 携帯電話のサービスエリア外における通信手段の確保 
〇 観光情報、道路情報及び気象情報等を現地で確認できる環境の整備 
〇 LINE 等を活用した家族や知人等への連絡手段の確保 
〇 来訪者の利便性及び安心感の向上 
〇 SNS 等を通じた白扇の滝及び恵庭渓谷の情報発信 

 

７. 今後の取組                                                            
 

毎年 5 月から 10 月までの利用期間において、衛星通信設備及び公衆 Wi-Fi 設備を適切に運用し、白扇の
滝 滝見広場を訪れる方が必要なときに通信手段を確保できる環境の維持に努めます。 

また、現地の案内表示及び市ホームページにより、利用方法と併せて、110 番・119 番等への直接通報ができ
ないことについて周知します。 
 

 

写真２ 二次元コード設置状況 
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美術品（絵画作品）の寄贈について 

 

１ 寄贈申し出の経緯 

本市出身の画家・中村哲泰氏より、令和８年７月13日付で「寄附申出書」が提出

されました。中村氏は日本最大規模の公募展である日展にて入選を果たし、全道・

全国規模の美術団体である新道展会員や一水会委員などを務められるなど、長きに

わたり芸術活動を続けられています。特に、大自然の雄姿や山に対する畏敬の念を

込めた「ヒマラヤ」シリーズや、身近な草花などの自然の生命力をテーマにした作

品を数多く発表されています。地元恵庭における文化芸術活動の推進の一助となれ

ばとの思いから、この度、絵画作品53点の寄贈のお申し出に至っております。 

 

２ 中村氏略歴 

 ⑴ 略歴 

中村 哲泰氏 

恵庭市出身。農家に生まれ10代まで家業を手伝う。その後、森永乳業に就職。

勤務のかたわら日曜画家の道を歩む。定年後ヒマラヤに行く機会を得て、２年の

登山訓練後、2001年61歳でネパール側からヒマラヤに入る。絵の具が凍り付く寒

さのなか、キャンバスを抱え一か月半の登山取材を行う。 

 

⑵ 主な受賞歴 

・新道展会員 （1974（昭和49）年） 

・一水会会員 （2015（平成27）年） 

・日展入選 （1986（昭和61）年） 

・石狩管内文化功労(文化賞) （2008（平成20）年） 

・一水会賞（一水会展最高賞） （2015（平成27）年） 

・恵庭市文化功労者（文化賞） （2015（平成27）年） 

・一水会委員 （2018（平成30）年） 

・北海道文化団体協議会(分団協賞) （2024（令和5）年） 
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⑶ 主な寄贈作品 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 作品寄贈式 

本市に縁があり、本市を代表する画家である

こと、作品としての美術的価値が高いことなど

から、寄附申出を受領することとし、 

９月７日には作品寄贈式を執り行いました。 

 

 

 

 

 

４ 今後の予定 

この度寄贈いただきました絵画作品53点を中心とした作品展覧会等の開催を予定

しております。 

・作品展覧会   令和９年３月を予定 

  

黄昏 

（1976 年・日展入選） 

灯台の見える風景 

（1980 年・一水会 有島生馬奨励賞） 

エベレストと氷河、そして氷河期 

（2016 年・一水会 会員推挙） 

恵庭岳（2000 年代） 

 

とどまることのない生命 

（2014 年・一水会 硲伊之助奨励賞） 

とどまることのない生命 

（2015 年・一水会 一水会賞） 
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はたちの集いにおけるLINEの活用について 

 

１．経 緯 

  これまで、はたちの集いの案内は、住民登録のある年度内に二十歳になる方に、１１月

に案内ハガキを送付し、参加者は会場にハガキを持参し入場していました。 

  令和７年度に、試験的に市外在住者や参加ハガキを紛失した方を対象に、恵庭市公式Ｌ

ＩＮＥ（以下、市ＬＩＮＥ）の登録完了画面を保存してもらい提示してもらうことで、入

場を可能とし、手続きの簡略化を図りました。 

  今年度は、更なる市ＬＩＮＥの活用を行い、すべての対象者に事前登録を推奨し、手続

きの簡略化と利便性の向上を図る予定です。 

 

２．これまでの課題 

（１）受付でハガキ回収および当日しおり等の手渡しを行うため、入場口に人が滞留する。 

（２）ハガキを持参しなかった方は、書類記入に時間を要する。 

（３）対象者全員にハガキ郵送をするため、通信運搬費がかかる。 

（４）来場者の集計を手作業で行っている。 

 

３．入場方法の変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手続きの簡略化・利便性の向上 

※スマートフォンを持っていない等、配慮が必要な方は個別対応 
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４．変更後の実施手順 

①広報１０月号にて入場方法や事前登録について周知 

   ※その他、市ホームページや市ＬＩＮＥ、市公式Instagram等も活用する 

②１１月中旬に事前登録されていない住民登録のある方に入場方法についての案内ハガ 

キを送付し、案内が行き届くようにする 

③当日の会場にチェックインと事前登録用二次元コードを設置 

    チェックイン二次元コードと事前登録していない方が当日に登録できる事前登録用

二次元コードを入場口前などに掲示する。 

④スマホを持っていない等、配慮が必要な方は、変更後の入場方法によらず個別対応と

する。（書類記入など） 

 

５．その他の機能 

 ①リーフレットや書類のデータ化 

②連絡や案内が容易となる 

 

６．期待される効果 

（１）当日のハガキ持参が不要となる 

（２）開催の案内・リマインドの発信や確認が容易となる 

（３）当日配布物のデジタル化による手荷物と紙使用の削減 

（４）来場者集計の自動化・簡略化 

（５）式終了後の情報発信 

式当日に上映する恩師の声などのデータを後日閲覧することができ、また、参加

できなかった方も閲覧できるようになる。 

（６）市ＬＩＮＥ登録者が増える 

 
７．今後の予定  

日程 内容 

１０月 広報等による開催案内とＬＩＮＥ事前登録の周知 

１１月 事前登録のされていない方へ案内ハガキの郵送 

１月１０日 はたちの集い開催 
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